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２００８年度３年生スーパーリーグ要綱
１．目的：奇数学年、特に３年生の選手が主体となっての試合機会が少なく、モチベーションアップ、サッカー技術の向上と健全な心身の育成、次の学年へのチーム作りを目的とする。

２．大会名：３年生スーパーリーグ 

３．期間：４月～１２月

４．出場チーム：３年生以下で構成されるチーム。

５．競技方法
1 春季は均等に分けた３ブロックで、７以上のチームでの８人制リーグ戦とする。　また、秋季は春季の結果にて５ブロック別に均等に分けての８人制のリーグ戦を行い、チャンピオンシップへつなげる。 

2 チャンピョンシップはＡ／Ｂ２つのカテゴリーで行い、８人制とする。各リーグ戦の結果にて上位と下位2つに分け上位トーナメントA,下位トーナメントBで決勝トーナメントを行う。　　　

　　③メンバー表、交代用紙は不要。選手交代は、自由な交代とする。

　　　但し、交代はアウトオブプレー時に主審許可のもとで行う。　　　

　　④順位決定：

　　　リーグ戦は勝ち点制で行う。勝ち３点、負け０点、引き分け１点

　　　同点の場合については、①得失点差・②総得点・③対戦戦績・④抽選の

　　　順で順位を決定する。

　　　トーナメントで同点の場合はＰＫ戦とする。但し、決勝戦は５分ハーフ

　　　の延長戦をＶゴール方式で行い、決着がつかない場合はＰＫ戦とする。
　　⑤試合時間：

春季１５－５－１５、秋季１５－５－１５（リーグ戦）

２０－５－２０（トーナメント戦）　
　　⑥警告、退場：

退場を命じられた競技者は当該試合のみ出場できない。

また、警告は次の試合に持ち越さない。　　　　　　　　　

　　⑦ロスタイム：

　　　主審の判断により前、後半それぞれ試合時間を追加する。例えば競技者の交代、負傷に関すること時間の空費など。

　　⑧テクニカルエリア：

　　　テクニカルエリアを設ける。テクニカルエリアに入ることのできる人数

　　　は制限しない。但し、チーム役員、交代要員のみとする。

６．競技規則；２００８年度日本サッカー協会競技規則に準ずる。

　　　ただし、春季は低学年から上がってきたばかりの3年生にルールを指導することを兼ねた大会とする為、ローカルルールとして下記事項を盛り込む。

　　①反スローはゲームを止め、指導して再び行わせることとする。同じ時点での再度の反則は取ることとする。

　　②イエローカードになる様な反則を犯した場合は、カードを出し選手にイエローカードになった反則について説明し指導することとする。

　　③レッドカードとなるような反則を犯した場合は、レッドカードを示し選手にレッドカードになった反則を説明し指導することとする。

　　④いかなる装身具についても、通達にてテーピングで隠すことでも不可となっていますが、万が一ミサンガ等を身につけていて外れない場合は、テーピングで覆うことにて出場を認める。ただし、自チームにおいては指導を徹底すること。

７．表彰

　　春季は表彰は行わない。

　　秋季トーナメントにおいて、各カテゴリー別に表彰を行う。

　　上位トーナメント

　　　　優勝；賞状・優勝持ち回りトロフィー・レプリカトロフィー

　　　　準優勝・３位・４位；賞状・トロフィー

　　下位トーナメント

　　　　優勝・準優勝・３位・４位；賞状・トロフィー

　　個人表彰

　　　　各トーナメントより大会運営により選出した選手１名に最優秀選手賞を授与する。

７．大会運営

　１）会場

　　　各ブロック別にブロック内での試合の会場を提供する事を基本とするが、チーム事情により会場提供が出来ないチームも出ることを考慮し、他のブロックの試合を組み入れることもある。

　２）その他

　　①協会大会、市民大会の中学年大会参加について

　　　４年生単独チーム若しくは、４年生が少ないため、４年３年生混合チー

　　　ム、ｽｰﾊﾟｰﾘｰｸﾞに参加しない３年生チームのみ中学年大会に参加出きる。

　　②選手構成による優遇処置

　　　少年委員会主催試合の中学年大会（協会大会、市民大会、ﾗｲｵﾝｽﾞｶｯﾌﾟ等）並びに少年委員会よりの派遣チームで下記に該当する場合、また学校行事がある場合、リーグ戦等の日程について配慮する。

　　　ａ）４年生が少ないため４年生チームに３年生が帯同する場合

　　　ｂ）３年生が少ないためリーグ参加に際し２年生を追加して参加する

場合。

　　　春季は教育ﾘｰｸﾞとの観点から、自チーム都合によるカップ戦等への配慮を1回まで認め、2回目からは０－5での不戦敗とする。

８．その他

　１）春季ブロック分け

　　　前年の２年生時低学年特別大会・三浦半島選手権等の成績をベースに均等にブロック分けを行う。

　２)　指導

　　　コーチはなるべく試合時の指示を控え、選手の判断を尊重するようなコーチングを行うこととする。

　３)　駐車台数

　　　各会場とも少年委員会にて決められている駐車台数を厳守ください。

　４)　試合結果報告

　　　試合結果はFAXまたはメールにて少年委員会広報と運営の　　(　　)まで必ず当日中に連絡をお願いします。

　　　運営 　　(　　)連絡先

　　　e‐mail;

        fax;

５)　注意事項

　　　学校の遊具では遊ばないように選手、応援者へ指導ください。また、校舎・体育館へのボール蹴りは禁止です。花壇等へ入らないようにチーム関係者へ徹底してください。

　６)　スパイク

　　　スパイク可・不可の会場は少年委員会よりの連絡を確認してください。ただし、天候によってはスパイク不可となることも考えられますので、トレーニングシューズは必携下さい。

９．日程

４月　　日（土）～１２月　　日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－以上－

　　　
